














































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016-17“INTERNATIONAL ROTARY DISTRICT2770 

IWATSUKI ROTARY CLUB 

Weekly Report 
クラブ・テーマ   「時流にあわせた変化と発展」 

 
会 長 小田光司    例会場 : 割烹「ふな又」 例会日：木曜日 点鐘 12:30～13:30 

幹 事 田中芳明  事務所：さいたま市岩槻区本町 3-8-2-203 ℡048-758-0680 FAX048-758-0681  

会長Ｅ 小林利郎    htt://www.iwatsuki-rotaryclub.jp  E-mail:info@iwatsuki-rotaryclub.jp 

 
小田光司年度  第５回  通算２５７６例会                 平成２８年８月４日 

本日は清水ガバナー補佐とオブザーバ 

ーとして田畑様にお越しいただきまして、 

まことにありがとうございます。 

昨日、吉川 RCに田中幹事、鈴木部門 

委員長と共にメーキャップに行って参り 

ました。中村靖治パストガバナーに卓話 

のお願いに行ったのが主な目的でしたが、 

他クラブにお邪魔させていただくと、勉強になることが多々

ありました。皆様も機会を作っていただいてメーキャップに

行っていただけたらと思います。 

また、視察にいらして頂きました田畑様は、様々な団体で

ご活躍されていらっしゃいますが、ロータリークラブという

のは奉仕と支援をもって社会貢献し、他を益しながら自分自

身も成長して行きましょうというものであります。必ずや今

後の人生にかけがえのない経験と新たな価値観をもたらすと

確信致しておりますので是非お仲間になっていただけたらと 

思います。次回の例会は、いよい 

よガバナー公式訪問例会です。清 

水ガバナー補佐にしっかりご指導 

頂いて当日に備えて頂きますよう 

お願い申し上げます。本日も元気 

によろしくお願い致します。 

 

お客様紹介 

オブザーバー 

（入会候補者） 

田畑 寛樹 様 
 

タバタ水道 代表 

奉仕委員会 委員長 増岡昌行 

・7 月 30 日（土）越谷サンシティホー 

 ルにおいて開催された「青少年奉仕部 

門セミナー」に参加して参りました。 

・7 月 31 日（日）春日部共栄高校にお 

 いて開催された第 29 回インターアク 

ト年次大会に、岩槻高校インターアク 

トクラブの顧問・生徒と共に参加して 

参りました。国際協力ＮＧＯ「ワールドビジョン・ジャ 

パン」から講師をお招きし世界の子供たちの現状につい 

て講演・分科会を行いました。 

会長の時間     第 54代会長 小田光司 

◆ 次回の例会 ◆    平成２８年８月１８日 （木） ガバナー公式訪問    点鐘 12：30   会場 ふな又 

委員会報告        

1、 さいたま市花火大会 岩槻市文化公 

園分の招待状が 2枚届いています。 

必要な方は幹事もしくは事務局まで 

お声掛けください。 

2、 2016人形のまち岩槻まつり協賛広告 

提供の御礼が届いています。 

3、 大宮 RC様より 60周年の御礼と 60 

周年史が届いています。 

4、 日本ロータリー学友会より「ロータリー財団 100周年

記念シンポジウム開催の案内が届いています。日時：

2016年 11月 27日 13：00登録受付、場所：JPタワー

ホール 

5、 ポリオキャップ回収一覧明細がとどいています。 

6、 地区より広報部門・会員増強維持部門合同セミナーの

テーブルディスカッション報告書が届いています。 

7、 RI日本事務局財団室 NEWS、2016年 8月号が届いてい

ます。 

8、 寄付推進＆補助金ニュースが届いています。 

9、 大宮西 RC様より 8月の例会予定表が届いています。 

10岩槻東 RC様より 8月の例会予定表が届いています。 

以上 10点です。 

 

 

第４グループ 

ガバナー補佐 

清水 伸洋 様 
（大宮東ＲＣ） 

 

 

幹事報告             幹事 田中芳明  
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公益財団法人ロータリー米山記念奨学会より、鈴木隆会員、

根岸節子会員、増岡昌行会員に対し、米山奨学事業への寄

付に対する感謝状が届きました。 

※感謝状は寄付の累計 3万円（準米山功労者）、10万円（第

１回米山功労者）、以降 10万円ごとに贈られます。 



 

 

 

 

発 行   支援・広報・学友委員会   委員長 鈴木 隆  副委員長 根岸節子  委員 志水一雄 

■岩槻ロータリークラブ細則改訂 

去る 7月 21日に、２０１６～１７年度岩槻ロータリーク

ラブ細則を改訂いたしたく、別紙細則改訂版（案）を送付

させて戴きました。（変更部分各自ご査収） 

会員皆様にご審議頂きましたところ、例会出席人数 15名

（早退 1名）、委任状５名よりお預かりにつきまして、20名

の会員皆様からのご承認を得られましたので、クラブ細則

の改訂を決定致します。 
 

■ガバナー公式訪問直前 

8 月 18 日（木）開催、浅水尚伸（あさみずよしのぶ）ガ

バナーを迎えての公式訪問について、第４グループガバナ

ー補佐・清水伸洋様より進行、発表のアドバイスや注意点

などをご指導頂きました。18 日当日もガバナー補佐におか

れましては長時間にわたりご臨席を賜ります。大変お世話

になりますが宜しくお願い致します。 

 

ジョン・ギャスライト（アメリカ）著 
僕が１６歳の時でした。その時、カウンセラーをしていた母

のもとに一人の母親とトｳリサという少女が相談に来まし

た。その母親は肩を落として言いました。「この子は８歳で

す。生まれながらにして両手・両足がないのです。でもこの

子はとっても明るくて勉強だって普通にできます。この子の

夢は普通の小学校に行ってたくさんの友達を作って一緒に

遊ぶことなのです。残念ながら教育委員会や小学校では受け

入れを認めてもらえませんでした。」 

僕の母は「もう一度頑張ってみましょう！」と、その日から

学校や弁護士やアメリカやカナダの障害者を受け入れる教

育環境の調査など積極的に動き出しました。小学校の校長先

生と何度も相談した結果、「受け入れる２年生のクラスの子

どもとＰＴＡが全員一致で認めたら受け入れましょう！」と

いうところまでこぎつけました。その結果が出る日、母はと

ても緊張していました。玄関を出るときはブリーフケースを

パンパンにして三ヶ月間に渡って調べてきた資料と共に家

を出ました。その日、家に帰ってきた母に「どうだった」と 

 

小田年度活動方針 

スマイル報告 
本日のスマイル合計 21,000 円 

年間累計額 147,000 円 

 
出席報告 

会員数 出席数 免除者 ＭＵ 出席率 

21 15 0 3 85.71％ 

 

ビジター 

第４Ｇガバナー補佐清水伸洋様（大宮東） 

本日は宜しくお願いします。 

メンバー（50 音順） 

小田光司   菊地 廣   小林利郎   塩田淳司 

鈴木 隆   鈴木真樹   関根信行   田口雅弘 

田中芳明   津多一幸   出山知宏   中村 正 

原田晃博   増岡昌行   松永兼治   三浦宣之    

🌼 たくさんのご芳志ありがとうございました 🌼 

クラブ協議会        

「天使の贈り物」 紹介：会長エレクト 小林利郎

会員 

奉仕委員会 委員長 増岡昌行 
今年度は、４つの奉仕部門がこの委員会に集約しておりま

す。 

職業奉仕 ▶ 毎例会時にロータリーの目的、ロータリアンの

行動規範及び四つのテスト唱和・斉唱を行い、各会員には

この３つの文面を覚えていただき事業に対して遂行してい

ただき、職業奉仕を今一度見直していただければと思いま

す。 

社会奉仕 ▶ 例年に引き続き岩槻まつりへの参加・協力をし

て参ります。また今年度は、岩槻区内の少年野球の全チー

ムを集め、女子プロ野球の皆さんをお招きして、野球教室

を開催いたします。 

国際奉仕 ▶ 姉妹クラブである、台湾桃園経国クラブとの交

流を例年通り行ってまいりたいと思います。交流を深める

ことにより、各国で災害があったときに連携が上手に取れ

るよう努めてまいります。 

青少年奉仕 ▶ 岩槻高校インターアクトクラブと例年以上

に関わりを持ち、インターアクターへのサポートをして参

ります。 

 

聞くと、顔をぐちゃぐちゃにしながら泣くので、「そんなに

大変だったの」と聞くとこんな話をしてくれました。 

学校の教室には子供、先生、ＰＴＡの親達が集まってきて

いました。母が入ってゆくと後ろのＰＴＡからブツブツと小

声が聞こえてきます。「またあの人、答えは決まっているの

に。こんな時間を取らせて。・・・忙しいのに」と中には難

しそうな顔をしている人もいました。子供たちはざわざわし

ていました。 

母は、教室にいるみんなへ話しはじめました。「今日はここ

で、トｳリサという女の子を受け入れるかどうか最終的に決

めたいと思います。なにか質問や意見があったら出してくだ

さい。」と言うと、ＰＴＡからは学校の設備改修の予算や先

生の負担が大きくなって自分の子供たちに悪影響は出ない

のかといろいろな質問が出て、母はそれに答えていました。

ＰＴＡのマイナス思考の意見や質問が飛び交う中、一人の男

の子が手を上げました。母が、「どうぞ」というと、「あの 

 ね、僕はどうしてトｳリサがああいう体に 

なったか知っているよ。トｳリサは、ここ 

に来る前、天国で神様にとっても愛されて

いる天使だったんだ。そして、神様がトｳリサにお願いした

んだ。最近、ここで優しさを忘れた子供や思いやりを忘れた

大人がいっぱいいる。君にお願いがあるよ。普通とちょっと

違う体になってここに行ってくれるかい？トｳリサは怖かっ

たけど自分が行けばみんなが優しくなってくれるんだった

ら頑張るって勇気を出して僕たちのために来てくれたんだ。

昨日の夜、僕のパパとママが教えてくれた・・・・」と言い

ました。すると、周りにいた大人達の目から涙があふれ、一

人の男の子の言葉はみんなの心の汚れを洗い流したように

優しくなっていきました。静かに落ち着いた教室の中で母は

最後の多数決を取りました。「トｳリサの受入れを認める

人！」と言うと、全員が手を上げました。「実は、別の部屋

でトｳリサとお母さんが待っています。ここに呼んでもいい

ですか。」みんなの拍手でトｳリサと母親が入ってきました。

車椅子に乗った彼女の笑顔を見て子供たちは、「本当、天使

みたいなスマイル」「あのね、私トイレに行くとき、手伝っ

てあげる」「ぼくの家から近いから、学校に来るとき車椅子

を押すの手伝ってあげる。」とそれぞれ子供たちは、自分で

出来ることを手を挙げて言いました。実は、その小学校に僕

の一番下の妹も行っていました。そんなことがあって以来、

不思議と子供たちは優しくなり、トｳリサ以外にもいろんな

子供たちが入ってきました。残念ながらトｳリサは小学校に

入って４年目でまた神様の元へ帰って行きましたが、確かに

優しさと思いやりをしっかり残していってくれました。 

みなさん、ありがとう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

スマイルＢＯＸより        


